ヤマブドウ Vitis coignetiae Pulliat ノ サイバイ ニオケル ジュフンジュ ノ コンショク ノ コウカ by 難波  勉治
山形大学紀要 (農学)第10巻第2号 :397-404.昭和62年 1月
Bull. Yamagata Univ.， Agr. Sci.， 10(2) : 397-404. ]an. 1987 
ヤマブドウ (Vitiscoignetiae Pullia t)の栽培における
受粉樹の混植の効果
難波勉治
(山形大学農学部附属農場)
(昭和61年9月1日受理)
Effects of Pol1inizers on Fruitfulness of V. coignetiae Pul1iat 
Benji NANBA 
University Farm， Faculty of Agricu1ture， Yamagata 
University， Tsuruoka 997， ]apan 
(Received September 1， 1986) 
1.緒 言
近年，我が国ではヤマブドウ(Vilis coigneliae Pulliat) 
を原料としたジュ ースやワインが生産されるようになっ
た.山形県でも月山山系にはヤマブドウが多く自生して
おり，それらの山穫り果実も多く利用されている13¥ し
かし，自生品は収穫に多くの労力を必要とする.また，
ヤマブドウは雌雄異株である5)13) 14) 19)ぬことから，花ぶ
るいや隔年結果が甚だしく， 原料生産が不安定となりが
ちである.そこで良品の安定的増収を目的として栽培が
行われるようになった.その栽培化に当たって，著者は
月山山系のヤマブドウを12系統に分類するとともに，そ
れらのうち有望とみられる雄性系2系統と雄性系2系統
をつぎ木によって増殖し単植区と混植区を設けて，生
産力， 特に結実に対する混植の効果を明らかにしようと
した.
2.材料及び方法
供試したヤマブドウは山形県東田川郡朝日村大字国麦
俣の自生系統から選抜した雌性系，雄性系各2系統で，
いずれも現地の母樹から採取した穂木をテレキ台につぎ
木したものである.雌性系2系統(以下1号 2号と記
す)のうち 1号は小粒，着性密 2号は大粒，着性粗
で， 共に生産力の高い系統である.また，雄性系2系統
(以下 3号 4号と記す)は形態が若干異なるが，共に
花粉量が多く， かつ人工発芽床上で>60%以上の発芽率を
示す花粉発芽カの高い系統で、ある.これらの系統の特性
を表 1，図1に示す.なお，既報19)20)と同様，雌性系系
統の雌ずいはフラスコ型で，柱頭表面は花著期に分化し
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た乳頭状細胞によって占められている.また，その花粉
はほとんど発芽カを持たない.一方，雄性系系統では，
雌ずいは伸長せず，平坦もしくは山型の盛上がり程度に
すぎず，柱頭相当部分は陥没し， 穴があいた状態になっ
ている.また新梢(結果枝)節間長は，雄性系の 3， 4 
号では前者が平均;して長く，かつ共に第4節閉まで短
く，上位10~12節閉までは長かった. 一方雌性系の し
2号では普通第3， 4節に着果するが，節関長は第6，
7節聞で最大となり，上位では順次短くなった(図 1). 
上記つぎ木苗は， 1975年3月，山形大学農学部附属農
場に植栽した.すなわち条間 60cm，株間 3mの2条椋
とし，風下側の列に 1，2号を風上側に 1，2号のそれ
ぞれと対をなすように 3， 4号を植えた.対をなす雌雄
2樹ごとに植列に直角にピニル フィルムを張って隔離
し 3号あるいは4号の花房をすべて摘除したものを単
植区とし，花房をすべて残したものを混植区とした.こ
のような単，混植区をし 2号のそれぞれについて 3区
設定した.なお，混植比率は50%である.
一般管理としては，毎年落葉4週間後の12月10日前後
に中 ・長せん定を行い，また花ぶるい防止の目的で，萌
芽後，開花前の 4月25日及び5月5日の 2回， ホウ素を
葉面散布した8}9) また，開花10日前から開花期にかけ
て，花房より上位に5葉を残して摘心処理を行った.系
統特性と して， 各系統について40本の新檎を10月10日の
生長停止期に採取して，その長さ，葉数及び節間長を調
べた.また，収穫期に雌雄の各組合わせについて雌性株
( 1， 2号)から結果枝各20本を採取し，個々の着生花房
について果粒重別に果粒数を調べた.また，果粒の含有
種子数を調べ，種子数別に果粒重及び果粒の大きさを調
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表-1.供試系統の校及び葉の形態的特性
(樹勢)
雄 4 号
(中)
???????
???
????
?? ?
??
雌 1 号
(中)
やや平担
平滑な溝状， 相接する節間
直線状
一部に灰褐色の繊毛
中
長，短に分岐
平 担
閉じた狭い槍形
裏面灰褐色繊毛.短.クモ
の巣状.灰褐色
??
???
?????
?
?
?
???
??
?
?、??
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?
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??
????
??
?
?????? ????
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??????
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同左
?????
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花房| 中 大
果粒 IIJ、.円形黒色.果粉で被覆 |大円形黒色.
果粉で被覆
雄 3 号
(中)
丸
円筒形，相接する節間
直線状
やや平担
平滑な溝状，相接する節間
直線状
一部に灰褐色の紋毛
中
間左
平担
無毛
長
長く分岐
中
広いU字潜
白綿毛.簿いクモの巣状.
白い
強く閉じる
裏面灰褐色紋毛長.厚い
壁があり， 葉身の裏面を覆
い， 羊毛状の綿毛.灰褐色
長く，鋭い鋸歯.V字裂刻 i縁辺に小さい耳形鋸歯
無毛.明緑色.光沢あり |無毛. t..こだし先端の 5葉に
灰褐色の紋毛
無毛.脈上柔かい綿毛あり |灰褐色の紋毛で全面被覆
綿毛
有裂刻一中裂刻
鋸歯状
大
無
裏面は紋毛で覆われている
有裂刻一中裂刻
レース状
大
無
べる とともに，花房を上(肩部)，中下(頂部)部に分け
てそれぞれの部位に着生する果粒の重さ，含有種子数，
及び糖度を調査した.以下， 1984年の成績を主と して試
験結果を述べるが，受粉樹とし ての 3号と 4号の聞に
は，その効果に違いがなかったので，花房，果粒の調査
に当たっては両者を区別せず，したがって混植区，単植
区共に各系統40本の結果校の花房，果粒についての平均
値を示した.
3.結果及ぴ考察
1.生育状態と収量
1984年は各区4月18日に萌芽が始まり 6月1日に満
開となった.その後の生育も順調であった.伸長を停止
した10月10日の調査結果を図2に示す.雄性系2系統で
は4号が3号に比べてわずかに新梢の伸びがよかった
が，大差はなかった.一方，雌性系2系統間では，やや
樹勢の弱い 1号でせん定を強〈行っているが，新梢の長
さや葉数には違いがなかった.主枝，亜主枝の先端新橋
はいずれの系統も生育おう盛で， 5~7m にも伸び，葉
数も22枚に達した.
つぎ木苗を使用した本実験では2年目から結実し，混
植区では9年目の1982年には1樹当たり 1号が 15.9kg， 
2号は 20.2kg， 1983年はl号 34.0kg， 2号 38.0kg， 
1984年には 1号 28.9kg， 2号 28.9kg，の果実を生産し
た.しかし単植区及ひ'別に設けたさし木苗使用区では果
実の生産量が少なかった.
2.第1，2花房におけ=Q粒重別粟粒数と果粒重
雌性系系統 1，2号の単植，混植区各40本の結果校の
平均着生花房数は 1号単植区が2.2，同混植区が2ふ
2号単植区が2.4，同混植区が2.5で， 単，混植による遣
いはなかった.また，第 1，2花房平均花房長は 1号
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図-2 生育停止期の枝葉の生育状況(10月10日)
単植区の 13.0cm~こ対 し混横区が 17.5 cm， 2号単績区
の17.0cmに対し混植区が 24.0cmで，両系統共に混植
区が単植区より 35~41% 長かった. この点， 混槌区で
は，含有種子の増加に伴って生ずるなんらかの生長調整
物質が果梗を長くしたことが考えられる.
花房当たり果粒数並びに巣粒重を粒重別に図$に示
す.なお 1号は 2号より小粒で，前者では 0.8g以上
を大， 0.8~0.5g を中， 0.5~0.2g を小， 0.2g以下を不
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図-3 粒重別にみた果房当たりの果粒数及び果粒重
完全粒と し，後者では1.5g以上， 1.5~1.1 g， 1.1~0.5 g， 
0.5 g以下をそれぞれ大， 中，小， 及び不完全粒と した.
花房当たり果粒数，果粒重及び平均一粒重は 1号単植
区の第 l花房が222粒， 90 g， 0.41 g，第2花房が 159粒，
82 g， 0.52 g，向混植区の第1花房が246粒， 1909， 0.77 g， 
第2花房が 154粒， 143 g， 0.93 gであり 2号では単植
区の第1花房が81粒， 99 g， 1.22 g，第2花房が40粒，
43 g， 1.08 g，同混植区の第 l花房が131粒， 208 g， 1.59 g， 
第2花房が116粒， 169 g， 146 gであった.このように，
l号は2号と異なり，単，混植で着粒数が変わらなかっ
たが，これは単植区で不完全粒が多数 (33~30%) 着生
したのに対し混植区では大粒が増加したのに加えて，な
お1....9%の不完全粒が着生したためである.なお，そ
れら不完全粒を除いた場合の平均一粒重は単植区第 1，
2花房でそれぞれ0.58，0.71 g，混植区第 1，2花房で
それぞれ0.84，0.94 gとなったが，それでも 2号に比べ
ると小粒であった.一方 2号では不完全粒の着生はな
く，混植区で大粒が増加した結果，単植区の着粒数は混
植区のそれの62~34%にすぎなかった.また 1 号にみ
られた不完全粒は，極小粒で緑色のまま残るもので，い
わゆる retainedovaryに相当し， 種子を含んでいなか
った.
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表-2.第l采房の果粒重と含有種子数z
系
統
調査項目
単 植区
含有種子数
5 4 3 2 Ox 6 
混植区
含有種子数
5 4 3 2 1 Ox 
果粒数
比率(%)
比率(%)y
平均果粒重 (g)
采粒縦径 (cm)
号 果粒横径 (cm)
6 
0 o 7 31 38 47 99 o 2 68 95 44 16 21 
1 3.2 14.0 17.1 21.2 44.6 0.8 27.6 38.6 17.8 6.5 8.5 
5.7 25.2 30.9 38.2 0.9 30.2 42.2 29.6 7.1 
1.1 1.0 0.7 0.5 0.05 1.3 1.1 1.0 0.8 0.6 0.05 
1.2 1.1 0.8 0.7 1.4 1.2 1.0 0.8 0.7 
1.2 1.0 0.8 0.65 1.3 1.1 0.9 0.85 0.7 
粒重指数 214 200 140 100 21718367 133 100 
果粒数
比率(%)
比 率(%)Y
平均果粒重 (g)
。o 8 25 23 20 5 3 7 57 38 21 5 0 
2 9.9 30.9 28.4 24.7 6.2 3.3 5.3 43.5 29.0 16.0 3.8 
10.5 32.9 30.3 26.3 3.3 5.3 43.5 29.0 16.0 3.8 
1.4 1.35 1.2 0.9 0.05 1.9 1.6 1.45 1.35 1.2 1.0 
果粒縦径 (cm)
号 果粒横径 (cm)
粒重指数
1.3 1.2 1.1 1. 0 
1.25 1.2 1. 05 1. 0 
156 150 133 100 
z : 40花房平均.
y:含有種子数Oの果粒を除いた場合の比率.
x : retained ovariesのほか しいなを含む果粒を含む.
3.果粒の大きさと含有種子数
ヤマブドウの子Eぎには通常4個の座珠があるが 6個
の!座珠も存在する.それらのすべてが受精して種子にな
るとはかぎらない. 2) と同じ試料の第1花房の泉粒に
ついて，含有種子数と果粒の大きさを調べた結果を表2
に示す 1，2号とも，混植によって含有種子数の多い
果粒が増加した.すなわち平均含有種子数は 1号では
単植区の1.1(1.6)個から混績区の 2.7(3.0)個に 2号で
は同 2.1(2.3)個から 3.4(3.4){聞に増加し，含有種子数3
個以上の果粒数も 1号では単植区の17(31)%に対し混
植区67(73)%，.2号では同33(43)%に対し81%と増加し
た.なお，括孤内は不完全粒を除いた場合の値である.
また 2号では種子数5，6個の果粧 1号では問6偲
の果粒は存在しなかった.なお，単植区で平均 1.1個の
種子が入ったのは，ビニルフィルムによる隔離を越えて
花粉が運ばれた結果と考えられるが，受粉には虫媒，風
媒のほかわずかながら自家受粉の可能性もあろう，ヤマ
ブドウ同様受粉樹を必要とする Muscadinegrape(Vitis 
rotundifolia Michx.)の雌性系統では虫媒が重要とされ
ている口が風媒の可能性もあるとされ，受粉方式につい
ては今後検討の余地がある.
400 
1.6 1.4 1.25 1.15 1.1 1.0 
1.6 1.35 1.2 1.1 1.0 1.0 
190 160 145 135 120 100 
果粒の大きさ及び重さは含有種子 1個以上では種子数
に比例して増加し同じ種子数聞では単，混植でほとん
ど違いがなかった.種子数1個の果粒重を基準にした場
合 4個含有果粒重は 1号では単，混植区それぞれ
2.1， 1.8倍 2号では単，混植区共に 1.6倍となった.一
方，種子数Oの場合は，極端に小さくて着色せず，上記
retained ovary に相当するものであった.なお， 2)の
不完全粒数と 3)の無種子果数が一致しないのは，無種
子果粒と判定されたもののなかに，種子が途中で発育を
停止した(しいなのかたちで種子を含む)ものがあ り，
それらが若干肥大したことが考えられる.
4.花房内部位531]にみた果粒の重さ，含有種子数，及
び糖度
第 1花房の校梗別に果粒数，果粒の大きさなどを測定
した結果は表3のとおりである.果房を校梗の着生)1聞に
上，中，下に分けた場合，それぞれに着生する果粒数
(不完全粒は除く)は，上，中，下部のJI頂に 1号単植区
で69，20， 11%，同混植区で72，19， 9 %， 2号単植区
で64，23， 12%同混植区で67，24， 8%で，系統や単，
混植による違いはほとんどなかった.一方，平均一粒重
ヤマブドウの栽培における受粉樹の混植の効果一一難波
についてみると，単植区では 1号が上部で若干小さかっ
たほかは部位による違いがなかったが，混植区では 1，
2号に共に上>中>下のl煩に上部で大きかった.含有種
子数でも同じ傾向が認められたが，加えて 1号単植区の
中部で若干少なかった.また，糖度(屈折計示度)は，
1 号の場合，単植区で 15.2~15.4，混植区で 16.3~16.1
で，混植により1.1~0.7 高まった.一方 2 号の場合は
単値区 17.8~17.9， 混植区 17.6~ 17.9 で 1 号よ り単植
区で 2.6~2.4，混植区でl.3~1.8 高 く，かつ単， 混植に
よる違いがなく，下部で若干高い傾向がみられた.
以上，供試したヤマブドウ 1，2号では，雄性系の
3， 4号と混植することによって，高率に受粉が行わ
れ，その結果，第 1，2花房合計の着粒数は単植区に比
べ 1号では(不完全粒を除く)1.45倍 2号では2.04
倍に増加した.また，同合計の果重もそれぞれ2倍，
2.65倍に増加した. 1， 2号の比較では，前者では混植
区においても若干の retainedovaryが着生すること，
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後者が大粒で，混植区 1，2花房合計の果数は34%も少
ないが，果重では14%大きいこと，加えて後者では混植
による糖度の増加はないが，前者に比べて 8~11%糖度
が高いことなどから 2号が 1号より優れるものと判断
された.
本実験結果は50%という高い混植率で行われている.
ブドウでは，米国の muscadinegrap巴の一部に雌性系
品種があり，両性花をもっ品種と約10%の混植率で栽培
されている 15) また，パラ科果樹での混植率は，一般に
20%前後とされており，今後自然受粉の受粉方式(虫媒
か風疎か)とともに，効率的な混植率を検討する必要が
ある.
4.摘要
月山山系のヤマブドウを12系統(雌性系8，雄性系 4) 
に類531]し，そのうち有望とみられる雌性系，雄性系各2
系統(それぞれし 2号及び 3， 4号と記す)について
表-3.第1果房の技梗別果粒数，含有種子数及び糖度z
1 号単植区 1 号混植区巣房長 果房長
(cm) 校軸長果粒数 1粒重 含有 糖 度 (cm) 枝軸長果粒数 1粒重含 有 糖度
部位y (~.........\ 1...¥ *"'f::z..*Ir (O ・ 部位y(cm) (g) 種子数 (OBrix) I:U>WL Y (cm) (g) 種子数 (OBrix) 
14.0 
?
?
? ?
???
?
??
?
????
? ?
????
? ?
??
? ?
??
26 0.61 
23 0.62 
18 0.66 
22 0.46 
14 0.48 
103 0.57 
8 0.68 
6 0.60 
7 0.77 
4 0.80 
5 0.40 
30 0.65 
3 0.73 
5 0.46 
4 0.55 
3 0.77 
1 1.00 
16 0.70 
1.8 15.30 
1.8 15.37 17.8 
1.7 15.37 
1.2 15.09 上
1.1 15.00 
1.5 15.25)x 
1.9 15.46 
1.7 15.07 
2.1 15.53 
2.5 15.70 
1.0 14.98 中
1.8 15.35)x 
2.0 15.50 
1.6 15.28 
1.3 15.10 
2.3 15.83 
2.0 16.00 
1.8 15.54)x 下
上
I:t 
下
z : 40房平均， 不完全果を除く.
y:上部(肩部).中部，下部(頂部).
x:上，中，下部，平均値(果粒数のみ合計値).
??
?????
??
??
????
????????????
??
.••.•
••••
••
••
.•••
.
. 
? ?
? ?
?
? ?
???
?
46 0.90 
40 0.86 
27 0.85 
28 0.75 
14 0.86 
7 0.97 
162 0.86 
???
????
??
???
??
???
。 。
?
??
?
? ???????? ? ?
????
6 0.72 
3 0.67 
3 0.77 
4 0.80 
3 0.93 
2 0.80 
21 0.78 
3.2 16.20 
3.1 16.45 
3.1 16.00 
2.7 16.48 
3.0 16.70 
3.6 16.14 
3.0 16.32)x 
2.8 16.24 
3.5 16.17 
3.0 16.09 
2.8 16.12 
2.7 16.07 
2.4 16.10 
2.9 16.13)x 
2.5 16.20 
2.7 16.00 
3.0 16.43 
3.0 16.00 
3.0 15.90 
2.5 16.25 
2.8 16.13)x 
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果房長
(cm) 
部位y
2 号単植区 2 号混植区果房長
枝軸長果粒数 1粒重合有糖度 (cm) 枝軸長果粒数 1粒重合有糖度
部位y(cm) (g) 種子数 (OBrix) "1'1-"-Y (cm) (g) 種子数 (OBrix) 
18.0. 
上
??
??
???
??
?
????
??
????
??
??????
?
。?
?
?
?
????
??
??
??
??
?
??
??
?
?
?
中
下
14 1.33 
12 1.17 
9 1.18 
11 1.15 
6 1.15 
52 1.20. 
4 1.15 
3 1.40. 
5 1.30. 
4 1.20. 
3 1.0.0. 
19 1.21 
4 1.0.5 
3 1.20. 
2 1.35 
2.4 17.88 
2.2 17.73 
2.0. 17.76 
2.0. 17.93 
2.0. 17.78 
2.1 17.82)x 
2.0 18.0.0 
2.7 17.90. 
2.2 17.90. 
1.8 17.88 
1.3 17.40. 
2.0. 17.82)x 
2.3 17.78 
2.0. 18.0.0. 
2.5 18.15 
0..5 1.60. 3.0. 18.0.0. 
(1.4 10. 1.30. 2.5 17.98)x 
z : 40.房平均，不完全果を除く.
y:上部(肩部)，中部，下部(頂部).
x:上，中身下部の平均値(果粒数のみ合計値).
25.0. 
??
???
?
???
????
?
， ? ?
?
1.60. 
1.61 
1.75 
1.61 
1.60. 
1.83 
1.63 
1.66 
1.90. 
1.30. 
1.50. 
1.68 
1.28 
1.56 
1.13 
1.48 
1.20. 
1.10. 
1.75 
1.45 
1.80. 
1.46 
????
??????
?
???
。????????
?
?
?
????????
??
??????
??。
17.81 
17.61 
17.39 
17.81 
17.81 
17.45 
17.53 
17.63)x 
17.53 
17.83 
17.77 
17.42 
17.68 
17.78 
17.90. 
17.7D)x 
17.93 
17.83 
18.0.0. 
17.80. 
18.0.0. 
17.91)x 
上
???????
??????
???
??
?
??????
???
? 。
••••
•••
•
•••••• 
?
? ?
???
?
? ?
???
? 、
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形態的特性を記載するとともに，雌性系系統の果実生産
に及ぼす雄性系系統混植の効果を明らかにしよ うとし
Tこ.
1. 1号は単植で不完全粒 (retainedov訂 y)を多数
着生し，混植でもなお若干の着生がみられた.一方 2
号では不完全粒はみられなかった.
2.不完全粒を除いた場合，第 1， 2花房合計のー粒
平均含有種子数は 1， 2号それぞれ混績によって1.9
倍， 1.5倍に増加するとともに，合有種子数の多い果粒
ほど果粒重が増加した.
3.第 1， 2花房合計で，着粒数は混植によってし
2号でそれぞれ1.45倍，2.0.4倍に， 同全果重はそれぞれ
2倍， 2.65倍に増加した.一方，混橋区のし 2号の比
較では，一粒平均種子数は 1号の3Dに対して 2号は34，
着粒数は2号が 1号の34%減，全果重は逆に2号が 1号
の14%増とな り，平均一果重は 1号の 0..64gに対し， 2 
号は D.88gとなった.
?
? ?
????????
??。 。
下
????
，?
4. 2号は 1号より糖度が若干高かった.また混植に
より 1号では糖度が高まったが 2号ではその傾向は
みられなかった.混植区での糖度 (OBrix)は 1号が
16.1~16.3， 2 号が 17.6~17.9 であった.
5. 以上の結果，混植による着果増進効果は 1， 2号
共に極めて顕著であった. 2号は 1号に比べ，着粒数が
少ないが，大粒で全果粒重が重く，糖度も高く，また不
完全粒の着生がないところから，原料果実としては 2号
がより優秀なものと認められた.本試験は混植率50.%の
条件で行われているが，今後はより実用的，効率的な混
植率を検討する必要がある.
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Summary 
Viticu1tural characteristics of two fernale (Nos. 1 
and 2) and two rnale (Nos. 3 and 4) strains of Vitis 
coig:日etiaeselected out of those native to the Gassan 
Mountains in Yarnagata Prefecture were d郎 cribed
and further the effects of interplanting the rnale 
strains (pollinizers) on the fruitfulness of the fernale 
strains were elucidated in the 9-yearold vineyard， 
べIIherethe rnale and fernale strains were planted side 
by side. 
The results were surnrnarized as follows : 
1. Strain 'No. l' forrned rnany retained ovaries 
without pollinizers and a nurnber of thern even with 
pollinizers. While 'No.2' forrned no retained ovaries 
with or without pollinizers 
2. Exclusive of retained ovaries and on an 
average of the 1st and 2 nd clusters， pollinizers 
increased the nurnber of seeds per berry by 1.9 and 
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1.5 tirnes in 'No. l' and 'No.2'， respectively. The 
average berry weight increased with the nurnber of 
seeds contained. The two rnale strains were equally 
effective as pollinizers. 
3. Inclusive of the 1st and 2 nd clusters， poll-
inizers increased the nurnber of berries by 1.45 and 
2.04 tirnes and the total weight of berries by 2 and 
2.65 tirnes in 'No. l'and 'No.2'， respectively. When 
pollinizers were interplanted， the nurnber of seeds 
per berry was 3.0 in 'No. l' versus 3.4 in 'No.2'， the 
nurnber of berries per cluster was 34% less， but the 
total weight of berries was 14% greater in 'No. 2' 
than 'No. 1'， and the average berry weight was 0.64 g 
in 'No. l' versus 0.88 g in 'No.2'. 
4. The sugar content ("Brix) was a little higher 
in 'No.2' than 'No.l'. When pollinizers were inter-
planted， itincreased a little in 'No. l' but did not in 
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'No. 2'， and the 'Brix value was 16.1-16.6 in 'No. l'and 
17.6-17.9 in 'No.2'. 
5. As mentioned above， interplanting the male 
strains increased markedly the fruitfulness of the 
female strains， 'No. l'and 'No.2'， and this effect did 
not differ between the two male strains， 'No.3' and 
'No.4'. In comparison of the two female strains， 'No. 2' 
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proved to be preferable to 'No.1' because of the 
higher productivity due to large-sized berries (al. 
though the cluster was somewhat loose)， higher sugar 
content and no formation of retained ovaries. Hereaf. 
ter， the favourable planting density of male strains 
must be estab!ished. 
